
山'R血Jq茨集i8破Ozl■的考鼓

報 文

集匪装薬横硬の理論的考察

叩卜和 2川 4JH8Ilを 規)

山 家 侶 ･ :矢

(JJ双fa鼠工鼓株式甘itJ

●l

等方性物EB的lこ於けち頚恥 繁の爆故については,
この射頻の■ll･LtyLM,矧Ltとすれば,JT恋のy]言NIrの一
塊に附 けする内部尽力は中 日rの株価上で同一であっ

て･ そ?声力のinさは ナ-3に比即 -ろことは軌二
G Bta15eその他によって理釜的にも世故的1,5も比め
られてゐろ｡文内村F8士の#釣的柳 橋の鵬 によっ

ても姐御 棚 力は欠張り 】/rlに比内する｡今月に
於てDを棚 の中心として鼓桑がJlミ荘爪の獄内に

糊 せられ
たときにその棟内に於 けろBf宏妙音のhS力をP4とす 川f任Zlの虫 P に放 けるF

～部局力 P.は･,･-pvr十 川

である｡Q t'をは･治雄悦の自由面 と111しぼ
この乱に荘角の-方rF''Jに 於けろ

胞ノ)の分力を P,とすればl',-1'CoSe

叫 13-;{7rI- 1VL垢 - (

2)E-･/9と~Hu三上式を匂きかへで

p･-pbO与 論 (3)然るにAt珊 払拭 に於では

y,IWr茄少抵抗なの長さJi-1/I-

･(泡斗指鼓)となるからJ=式は..1㌧-l･･･溝 読 下 川又Jを堤集成力とすればR

L旺正義の灘 の雌頚に上る任丑の芽の的ヨカPyはIに此餅-T-ろがLを

脚 の東嶺tとすれfW iJIには同一 P,を外へろL二は/i--淫の桝 があ
るからこれを 目 して ･-,--と と すれば LE☆ ､,"･L

:･I)= (a)pKとなる｡これを煤鞍兆本式

L･-ClpJ'(～) (りと雌 十
れば泊斗稚 n叫 のときの /(..)可 に･Tl}!

こF)/(小 平 (7)と鰍 iJc-kr
Pbとなるが oC は提良集の馴 )-であるから班 q)夢的助力

鎌伽 は凪こP.に民比内す ることにTLは (3)は

馳 本式と一変ナ'?｡ここで^A)の払)'在米

のTB式と-敦するやの阿世であるが,栄も髄 によく合1.と云われて

ゐるDa3.brtlm氏式 f(.I)-(.価 -04J

)3とLtt2-HLは次d)如くであ

る｡n O.5 07 09 l JI )3 1.5

11Dambrt一m 036 O.52 0.83 z 126 18b 27

0輩 者 039 0




